














































































































































































































































さい、 わたしたちは演劇芸術のための完璧な手段を自由にできるし、これは、た え才能があり、脚本 恵まれたとしても、オペラの作曲家には見 だすことのできないも である。
（中略）
そして色彩の





























































































































































































































































































































の間に偶然として退けることができない著しい類縁性 うかがわれ という事実である。 ︽遊戯︾のためのバクストによるテニス・プレイヤーの衣裳は、例えば、シュプレマティスム絵画の原点ともなった「未来派オペラ」 ︽太陽の征服︾
（一九一三）
におけるカジミール・マレーヴィチのス













































に、 「バレエ・リュス」は一九一二年の︽遊戯︾以降、さまざまな停滞や屈折はあったにせよ、結局のところ、出発当初に明確だったオリエンタリズムの装いを脱し、次第に「モダン」を強く打ちだす方向ヘと作風を変じていったからである。この観点から言えば、バレエ は「バレエ・リュス」 「オリエンタリズム」 終焉を告げる最 の作品であったということができるの　
かくして「バレエ・リュス」は、本稿の見てきたところにしたがって、














舞台美術家の役割は、テクストが生命を吹き込まれる空間を創造すること、つまり俳優 演技やダンサーの踊りにふさわしい舞台を作りだすことにあったが、本稿においてわずかに瞥見したところからもあきらかなように、 「バレエ・リュス」にかかわった美術家たちは、この課題にとり組みつつ、よくその独創を成就していたと言えるだろう。 「東方」と「モダン」とい 相対立する要素 合わせもちながら「バレエ・リュス」に重層的な構造と外観を与えていたことは、その明確な証しのひとつであるだろう。　
なによりも銘記すべきは、 「動きと音と絵 による詩」 いうべき舞台
そのものが、人々の記憶の中で明滅をくり返し、やがて忘却の彼方 消えさってゆくのと表裏するように、いわば「バレエ・リュス」という演劇的祝祭の放った夢の断片が、下絵や構想画、あ は衣裳を通し同時代人ばかりでな 後世の人々の心を捉えつづけて離さない いう事実であろう。　
ひとつのことが明らかである。構想画であれ衣裳であれ、残されたデ










ichel Fokine and his B
allets ( London  : D
ance B
ooks Ltd, 





 Petipa to B
alanchine : C
lassical R
evival and the M
odernisation 
of B
allet (London and N
ew
 York  : Routledge, 1994), pp. 1 -36.  「バレエ・リュス」
のプリマ、カルサーヴィナは、一九六五年五月一九日のロイヤル・バレエ・スクール（ロンドン）での講演会のなかでプティパについて次のように述べている。 「マリウス・プティパは、ロマンティック・バレエと二十世紀初頭十年間のバレエをつなぐ、ハイフ のような役割を果たしました。最も重要なクラシック・ の振付家である彼は、世に蔓延する悪趣味からバレエ芸術をまもり、それが西欧でこうむった衰退と同じような衰退に見舞われることをまぬがれさせたのです。 」マリウス・プティパ﹃マリウス・プティパ自伝﹄石井洋二郎訳（新書館、一九九三年）原文は次の通りである。
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auris Petipa servit de trait 
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antique et celui de la prem




horégraphie classique de prem
ière im
portance, il a protégé l’art du bal-
let de la contagion du m
auvais goût et lui a épargné un déclin sim
ilaire à celui 












rles  : A









orth  : Penguin B















 York  : R






























 York and 
O
xford  : O
xford U







e au théâtre. 
Lugné-Poe et les débuts de l’O
euvre (Paris  : L’A




“Vrubel’s oeuvre took in every sphere 
of art and applied art  : painting, m
ural painting, architecture, designs for interi-
ors, furniture, pottery, book illustration, theater design. Vrubel, too, w
as dis-
satisfied w
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he foundation of M
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and the role of the visual and perform
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iagilev, Filosofov and 
their group (1890−1904), pp. 93- 122.
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17） Serge D
iaghilev, quoted by O
lin D
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London  : Yale U
niversity Press, 1997), p. 27.   興味深いことに、ディアギレフの






”Je reconnus, en effet, que précisém


















e de ces deux arts, on exprim
erait avec la clarté la plus satisfai-
sante ce que ne pouvait exprim
er chacun d’eux isolém
ent ; que, par contraire, 
toute tentative de rendre avec les m
oyens de l’un d’eux ce qui ne saurait être 
rendu que par les deux ensem
ble, devait fatalem
ent conduire à l’obscurité, à la 
confusion d’abord, et ensuite, à la dégénérescence et à la corruption de chaque 
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Florida  : U
niversity Press of Florida, 1992), pp. 
15- 44.   近年の研究書としては次のもがある。
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s if to show
 the civilized E
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fantastic colors that no splendor of the O
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surpass the picture that w
as offered to the audience. A
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hen, in addition to 
this background and B
orodin’s exotic and pow
erful m
usic, a horde of w
ild 
Tatars w
ere seen on the stage dancing, leaping over each other w
ith their un-
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”If gender is the cultural m
eanings that the sexed body assum
es, then a gender 
cannot be said to follow
 from
 a sex in any one w
ay. Taken to its logical lim
it, 
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（
32） ︽薔薇の精︾は、装置・衣裳をレオン・バクスト、コレオグラフィーをミハイル・フォーキンが担当。 ︽青神︾は、音楽をレイナルド・ハーン、装置・衣裳をレオン バクスト、コレオグラフィーをレオニード・マシーンが担当。
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plexe, 2004), p. 192. 
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42） ”D
ans les ballet suivant, Jeux, il essaya de form
uler une synthèse du X
X
e 
siècle.”, ibid., p. 192.
（
43） Sjeng Scheijen, D
iaghilev : A
 Life(London  : Profile B
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47） ︽パラード︾ （一九一七）は、脚本をジャン・コクトー、音楽をエリック・サティ、装置・衣裳をパブロ・ピカソ、コレオグラフィーをレオニード・マシーンが担当。 ︽パラード︾については、以前、若干の考察を試みたことがある。拙著﹃トランスアトランティック・モダン
─
大西洋を横断する美術﹄ （みすず書
房、二〇〇二年） 、九︱三三ページ。 ︽プルチネッラ︾ （一九二〇）は、音楽をイーゴリ・ストラヴィンスキー、装置・衣裳をパブロ・ピカソ、コレオグラフィーをレオニード・マシー が担当。一般的には音楽を担当したストラヴィンスキーの新古典主義の時代の局面を示すとされるものの、レオニード・マシーンのコレオグラフィーは逆に「モダ 」であった。 ︽青列車︾ （一九二四）は、音楽をダリウス・ミヨー、装置をアンリ・ローランス、 ・衣裳をバウリエル シャネル、コレオグラフィーをニジンスキーの妹ブロニスラワ・ニジンス が担当。︽船乗り
たち︾は、音楽をジョルジュ・オーリック、装置・衣裳をペドロ・プル
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（
49） 二〇一〇年から二〇一一年にかて「バレエ・リュス」の衣裳を主題とする展
覧会がオーストリアで開かれている（衣裳一四〇点） 。
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hristine D
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allets 
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e (C
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ational G
allery of A
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